
　ＣＬＴの耐力実験とＣＬＴ工事の構造体建築実証

　株式会社　長谷萬

　既存工場建屋内の事務室

　群馬県館林市大島町６００７　㈱長谷萬　館林事業所工場内（工場面積：9,747㎡）

　木造軸組工法

　平屋建て

　３．３９m

　３．０９０ｍ

　５１．８４㎡

１階 　５１．８４㎡

２階

　壁、床、屋根

　３０㎥

寸法 　ｔ＝９０㎜、幅：１，１１０㎜、長さ：２，７００㎜以下

ラミナ構成 　３層３プライ

強度区分 　Mx６０-３-３

樹種 　スギ

寸法 　ｔ＝２１０㎜、幅：１，２９０㎜、長さ：４，８９０㎜以下

ラミナ構成 　７層７プライ

強度区分 　Mx６０-７-７

樹種 　スギ

寸法 　ｔ＝２１０㎜、幅：１，８９０～２，１４５㎜、長さ：５，４００㎜以下

ラミナ構成 　５層７プライ

強度区分 　Mx６０-５-７

樹種 　スギ

屋根 　強化石膏ボード（9.5㎜+12.5㎜の外側に12.5㎜+9.5㎜素地仕上げ）

C
L
T
の
仕
様

CLT採用部位

CLT使用量（m
3
）

壁パネル

床パネル

屋根パネル

事業名

実施者もしくは担当者（実施者が個人の場合）

建
築
物
の
概
要

用途

建設地

構造・工法

階数

高さ（m）

軒高（m）

敷地面積（m
2
）

建築面積（m
2
）

延べ面積（m
2
）

階別面積（m
2
）

外壁 　強化石膏ボード（9.5㎜+12.5㎜の外側に12.5㎜+9.5㎜素地仕上げ）

開口部 　特定防火シャッター

界壁

間仕切壁

床 　ＣＬＴ/210㎜　素地仕上げ

天井 　ＣＬＴ/210㎜　素地仕上げ

　構造用接合ビス・ホールダウン金物

　３，６００㎜

　・必要な引抜き耐力を満たす９０角柱用ホゾパイプが無く、一般流通品のホールダウン
　  金物を外側に設置して対応。

　無

　既存工場部分との面積区画の為、準耐火構造（１時間）の区画をＣＬＴ棟外部に形成

　・ＣＬＴパネル固定後に総長さを確認した結果、パネル１枚当たりで１㎜程度の伸びが
　 確認できたので、今後のパネル作製に反映したい。

　４ヵ月

施工期間 　２ヵ月

CLT等躯体施工期間 　２日

　平成２７年２月２０日

　株式会社　長谷萬

　有限会社ビルディングランドスケープ一級建築士事務所

　東京大学生産技術研究所　教授　腰原　幹雄

　株式会社　長谷萬

　銘建工業株式会社

体
制

発注者

設計者

構造設計者

施工者

CLT等新たな製品・技術供給者

施
工

遮音性確保に関する課題と解決策

建て方における課題と解決策

劣化対策

工
程

設計期間

竣工（予定）年月

防
耐
火

防耐火上の地域区分

耐火建築物等の要件

問題点・課題とその解決策

仕
上

主な外部仕上

主な内部仕上

構
造

構造計算ルート

接合方法

最大スパン

問題点・課題とその解決策

－15－

木構振
タイプライターテキスト
2.1　（株）長谷萬
2.1.1　建築物の仕様一覧



２、実証事業の概要

１）事業名と実施者

【事業名】 ＣＬＴの耐力実験とＣＬＴ工事の構造体建築実証

【実施者】   住 所：東京都江東区富岡二丁目11番6号

会 社 名：株式会社 長谷萬

代表者名：代表取締役 長谷川 健治

電話番号：03-3643-1439

FAX番号：03-3643-1571

２）建築物の概要

    ①建 設 地：群馬県館林市大島町 6007 株式会社長谷萬 館林事業所工場内

      ②延 べ 面 積：51.84 ㎡

      ③構 造 種 別：木造軸組工法平屋建て（間仕切り扱い）

      ④用 途：事務所（工場従業員の使用）

      ⑤建 て 方 期 間：２日間

⑥ＣＬＴ使用部位：床・壁・屋根    

床ＣＬＴ：杉 基本寸法 W:1,290 ㎜×L:4,890 ㎜×厚:210 ㎜ 7 層 7 ﾌﾟﾗｲ

壁ＣＬＴ：杉  全  壁 W:1,110 ㎜×H:2,700 ㎜×厚:90 ㎜ 3 層 3 ﾌﾟﾗｲ

屋根ＣＬＴ：杉 基本寸法 W:1,800 ㎜×L:5,400 ㎜×厚:210 ㎜ 5 層 7 ﾌﾟﾗｲ

⑦竣 工 時 期：平成２７年２月２０日

３）本事業で実証する内容

ＣＬＴは鉄骨造・ＲＣ造に代わる木造の構造材として注目されておりながら、現実はＣＬＴを構造材と

して採用するには、物件ごとに時刻歴応答解析を行い、建築の性能評価を受け大臣認定を取得す

ることが必要である。

     この方法によらずにＣＬＴを早急に普及させる方策の一つとして、弊社は在来軸組み工法にＣＬＴを

耐力壁として組み込み構造計算の簡略化、一般住宅用接合金物を採用してＣＬＴの加工工程の省

略、並びに一般工務店が手持ちする工具での施工を実証した。

４）実施事業体制

    Ｃ Ｌ Ｔ 供 給：銘建工業株式会社         

    軸 組 構 造 材 供 給：株式会社長谷川萬治商店      

      実 験：東京大学生産技術研究所      

     基本設計・実施設計：有限会社ビルディングランドスケープ一級建築士事務所

      技 術 指 導：東京大学生産技術研究所 教授 腰原 幹雄

５）実証方法と実施工程

①ＣＬＴ材(幅：1,110㎜×高さ：2,700㎜）及びＪＡＳ規格の軸組材(土台・柱・梁)を４体分用意し、在来

軸組工法にＣＬＴを組込んだ試験体にて平成26年12月18日、19日、平成27年1月28日にＣＬＴの

耐力実験を実施した。

【試験体の概要】

・モジュール：柱芯間 L=1,200 ㎜

・土台：ヒノキ集成材 ＪＡＳ認定材 90×90（Ｅ95-Ｆ315）

・柱 ：杉集成材     ＪＡＳ認定材 90×90（Ｅ65-Ｆ255）
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・梁 ：杉集成材     ＪＡＳ認定材 90×90（Ｅ65-Ｆ255）

・壁ＣＬＴ：杉  ＪＡＳ認定材 W:1,110 ㎜×H:2,700 ㎜×厚:90 ㎜

             ・構造金物：フレックスホールダウン 34.7ｋN,パネリード PX８－200、290

                

②在来軸組工法にＣＬＴを組込んだ建築実証を工場内で下記の通り実施した。実施にあたり、確認

申請不要の間仕切り扱いと計画し安全性確保の為、工場部分とＣＬＴとの間に準耐火構造の防火

区画を形成した。防火区画は強化石膏ボード両面二重張りとし、工場側開口部は特定防火設備を

設置した。また、無窓居室を回避するため、当該居室を工場の外壁に面し、採光窓、排煙窓、避難

      口を設置した。

           【実施工程】 平成２６年９月～１２月 基本設計・実施設計

                  平成２６年１２月 ＣＬＴの加工

                  平成２７年１月 工事着手

                  平成２７年１月１４日～１５日 建て方

                  平成２７年２月 工事完成

        

    

試験体図

工場内配置図
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６）本事業の成果

①壁の耐力実験の結果、壁倍率3.4倍相当を確認すると共に、耐力壁の破壊モードを確認する。

また、その結果を利用して構造計算の簡略化が可能となる。                                                             

    ②一般住宅用接合金物の採用により、金物の設計の省略、CLTの加工工程の省略（特殊ボルトの

穴あけなど）、並びに、一般工務店が手持ちする工具での施工可能を実証。                                                     

③今回の工事では制約条件の多い工場内でありながら、ＣＬＴの建て方を二日間で完了した。

    CLTの固定は上記実験と同様に、構造用接合ビスで梁と土台への２方向のみとし、結果、現場

施工の省力化につながった。                                                    

   ④屋根にCLTのフラットスラブ（厚み２１０㎜）を採用することで、梁無しで独立柱が自由に設置でき、

木造での新しい空間の実現が可能となった。また、フラットスラブのたわみを少なくするために、

CLTは７層７プライでなく、５層７プライを採用し、柱をスパン４メートル以内に設置。

⑤将来の都市木造建築を視野に入れ、柱のモジュールを1,200㎜とした。

その結果、CLTの歩留まりが高くなった。(ＣＬＴパネル作製は最大2,700㎜×6,000㎜である）

⑥CLTの屋根パネルの伸びは総長で想定の３㎜を超え、６㎜の伸びが確認されたが、屋根パネル

勝ちにしていたので目立たずに伸びを吸収できた。

    上記、建築実証を今後の設計及び施工に活かすことにより、CLTの普及が期待できる。

平面図

外観パース
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３、成果物 （別紙添付）

    ①設計図書一式（配置図、平面図、断面詳細図、外観パース・内観パース）

     ②報告書（ＣＬＴパネルを使用した木造軸組壁の面内せん断試験）

     ③施工レポート（工事進捗写真添付）
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【実施事業名】 ＣＬＴの耐力実験とＣＬＴ工事の構造体建築実証 【実施者】 株式会社　長谷萬
【実施工程】 平成２７年１月６日　工事着手

平成２７年１月１４日～１５日　建て方工事（土台敷き～屋根パネル固定・金物固定）

平成２７年１月１９日～防火区画工事（石膏ボード貼り・防火シャッター）

内装工事・ガラス工事

電気・空調・防災設備工事

平成２７年２月　工事完成

１、資材
1) ・壁ＣＬＴパネル　　21枚

　材種：杉
　寸法：W1,110㎜×H2,700㎜×厚90㎜
　３層３プライ 各ラミナが直行

実証のポイント
壁ＣＬＴはすべて同寸法の長方形
（加工工程の省略と現場施工の簡略化）
将来、ＣＬＴをリユースすることを想定し単純な形状にした。

2) ・床ＣＬＴパネル　　9枚
　材種：杉
　基本寸法：W1,290㎜×L4,890㎜×厚210㎜
　７層７プライ 各ラミナが直行

工夫のポイント
床及び土台のレベルの高低差を1㎜にするため
厚み210㎜を採用接合加工はアイジャクリとした。
（ハーフストラップドジョイント）
全体の伸びを考慮し奇数番号は幅を1㎜狭くした。

3) ・屋根ＣＬＴパネル　　６枚
　材種：杉
　基本寸法：W1,800㎜×L5,400㎜×厚210㎜
　５層７プライ 長編方向の上下２枚が平行

実証のポイント
フラットスラブを計画しスパン４ｍに対応する
ため５層７プライを採用した。
接合加工はアイジャクリとした。
（ハーフストラップドジョイント）
全体の伸びを考慮し奇数番号は幅を1㎜狭くした。

4) ・軸組材
材種： 土台　　ヒノキ　90角

柱　　 　杉　　　90角
梁　 　　杉　　　90角
一般柱の仕口はホゾ加工

実証のポイント 後付け金物
フラットスラブ対応の独立柱は、後付け金物
を採用したのでスリット加工となっている。

5) 実証のポイント
一般木造住宅用で使用する接合金物を採用
①構造用接合ビス　パネリードX　PX8-290
②構造用接合ビス　パネリードX　PX8-200
③オメガコーナー20ｋN
④フレックスホールダウンFFH-S34
⑤フレックスホールダウンFFH-L20
⑥ホールダウン用ボルトM16
⑦ホールダウン用座付ボルトM16
⑧土台用スクリューワッシャー
⑨床CLT固定用座金・ナット
⑩土台・床ＣＬＴ固定用両ねじボルトM12
全ての金物を一般工務店の手持ちの工具で施工する。

資料③施工レポート

12
3

1

3
45
7
6

2

1
2
3
4
5
6
75層

3層
4層

１層目２プライ平行

５層目２プライ平行

１層

2層

⑥
⑧ ⑨⑦ ⑩

③ ④ ⑤
②①
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２、仮設計画  （制約条件の多い場所での計画）
1)

・仮設計画のポイント
ＣＬＴの搬入と置き方が施工に大きく影響
早朝工場稼働前にＣＬＴ搬入車両が進入、
ＣＬＴの荷卸し及び小運搬はフォークリフト
を使用して実施した。クレーン作業よりも
効率が良い。
ＣＬＴパネルに番付けして設置順になるように
重ねておく。

３、建て方工事
1) ・ＣＬＴ施工上重要なポイント

壁のＣＬＴ施工精度を上げるためには
土台のレベルの精度が重要となる。
床ＣＬＴ及び土台のレベルは±1㎜にするために
床ＣＬＴは厚み210
㎜を採用した
　→レべリングの目標精度±３㎜
　→床ＣＬＴ（210㎜）での目標精度±１㎜

壁の倒れに注意する
壁ＣＬＴ

土台レベルの精度を上げる

2) ①アンカー打ち
　Ｍ１２用グリップアンカー打ち込み
　Ｍ１６用グリップアンカー打ち込み
②レべリング
　既存土間コンクリートにカチオン系下地処理

施工ポイント
レベラー施工目標精度±3㎜

3) ③床ＣＬＴパネル設置　９枚
　基本寸法Ｗ1,290㎜×Ｌ4,890㎜×厚210㎜
　ＣＬＴパネルをアンカーボルトの穴に上から落とし込み。
　今回はスリングベルト使用して吊り込み作業実施
施工のポイント
床ＣＬＴ設置後レベルが1㎜になったことを確認した。
接合部を締め付けて隙間と全体の伸びを確認
ＣＬＴの接合ビス　ＰＸ8-200＠240で止め付け

4)
④土台敷き　90角　11本

施工のポイント

土台設置後レベルが1㎜になったことを確認した。

ＣＬＴ上に土台の墨出し
アンカーボルトが土台の上に出ないようにする。

　　　　スクリューワッシャーで締め付け

アンカー打ち 土間レべリング 床ＣＬＴ設置

土台敷き 柱建て入れ
壁ＣＬＴ組み込

梁設置 屋根ＣＬＴ設置

建て方手順

隙間0.2㎜～0.9

全幅の伸び 4㎜
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5) ⑤柱建て入れ　　90角　　28本

　柱間グリッド芯々1200㎜
　短ホゾ差し込み

施工のポイント
周りが狭いため柱を全部建てると屋根ＣＬＴパネルが
クレーンで上げることができないので、手前の柱は
屋根パネルをすべて上げた後に施工する。

6) ⑥壁ＣＬＴパネル組み込み　　21枚
　W1,110㎜×H2,700㎜×厚90㎜
　柱芯々1,200㎜の間に落とし込み

施工のポイント
倒れ防止のため柱に仮固定する。（外部防火区画側）
垂直を確認しながら施工。
上部から落とし込む方法で設置。

7) 　壁ＣＬＴパネルの下部ビス固定

実証のポイント
今回は屋根施工後にビス打ち実施した。
ビスはパネリードＸ　ＰＸ8-200　＠200両面斜め打ち。
このビスは斜め打ちが困難なので深さ1㎝の下穴
を空けてから施工した。
角度が重要のため現場で治具を作成して
インパクトレンチでビス留めを実施した。
将来ＣＬＴをリユースすることを想定して丁寧な
ビス打ちをした。
一般住宅用接合金物を一般工務店が手持する
工具で施工した。

8) ⑦梁を設置　　90角　　　12本　　
施工で工夫したポイント
壁ＣＬＴ組み込みながら順次梁をかけて
壁の伸びを修正しながら施工する。

梁から壁ＣＬＴパネルへビス留め
パネリードＸ　ＰＸ8-290＠200
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9)
⑧屋根ＣＬＴパネル設置　　６枚
　Ｗ1,800㎜×Ｌ5,400㎜×厚210㎜

屋根ＣＬＴから壁へのビス留め
パネリードＸ　ＰＸ8-290　＠200
屋根ＣＬＴ同士の接合
パネリードＸ　ＰＸ8-200　＠200

実証のポイント
接合部の締め付け後、伸びの確認
全幅で計画より3㎜伸びを確認した。

結果：床、屋根ともＣＬＴ1枚当たり1㎜程度の伸びを確認

10) ・建て方終了
外観

課題
壁ＣＬＴに若干の反りがあり、柱との段差がある
ので、反りの対策をメーカーと検討する。

11) ・建て方終了
内観
実証のポイント
フラットスラブの採用
壁間4,800㎜の空間にスパン4,000㎜以内に梁無しで
独立柱を設置できるフラットスラブを採用し、木造で
新しい空間を提案する。

今後の課題
屋根ＣＬＴパネル設置後に後付け金物を採用して
独立柱を取り付けした。
今後の課題として、柱のめり込みの検討が必要。

12) 実証のポイント
ホールダウン金物取り付け
間仕切り部分の両側の柱には
　フレックスホールダウンFFH-L20
建物隅部の耐力壁の両側の柱には
　フレックスホールダウンFFH-S34
ホールダウン金物を柱の外側に設置して施工を簡略化した。

金物納まりのポイント
ホールダウン金物を柱の外側に設置して、防火区画内に
納める。将来は外断熱の中に納められる。
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４、仕上げ工事
1) 施工中の防火区画の断面

片側：強化石膏ボード9.5㎜+12.5㎜
木製下地
この後、外側に強化石膏ボード12.5㎜+9.5㎜

防火区画内にホールダウン金物を納めた。

2) 特定防火設備（防火シャッター）取り付け下地鉄骨

・特定防火シャッターの納まり
鉄骨下地及びシャッターＢＯＸともに鉄板の厚み
を1.6㎜以上とし防火区画を形成している。

3) 防火区画完了

・ポイント
防火シャッターは火災警報装置連動とした。
シャッターＢＯＸを囲い意匠上工夫した。

4) 前面ガラス施工完了

・ポイント
特定防火シャッターを採用して前面の開口を大きくとることで
開放感をもたせた。

壁

木製下地
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４．工事費等内訳 (税込み）

ＣＬＴの耐力実験とＣＬＴ工事の構造体建築実証

7,577,857

183,600

1,134,000

53,676

199,800

518,400

594,000

10,261,333

外構工事

解体撤去工事

ボーリング

設計 1,620,000

大臣認定

確認申請

1,708,724

3,328,724

13,590,057

（税込み金額/円）

助成金申請時の工事費用 ¥12,477,657

自社負担の電気工事費用 ¥518,400

自社負担の防災工事費用 ¥594,000

合計 ¥1,112,400

小計②

合計（①＋②）

事業名

電気設備工事

機械設備工事（火災報知器等）

小計①

別途工事費

設計費

その他（実験関連の試験費用・試験体資材及び組立て手間）

金属製建具工事

木製建具工事

ガラス工事

塗装工事

内外装工事

雑工事

防水工事

実施者もしくは担当者（実施者が個人の場合）

共通仮設費

建築工事

直接仮設工事

土工事

コンクリート工事

型枠工事

鉄筋工事

鉄骨工事

組積工事

タイル工事

木工事

屋根及び樋工事

金属工事

左官工事
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